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会社概要と体制
株式会社 東芝

東芝エネルギーシステムズ株式会社

代表取締役社長
島田 太郎（しまだ たろう）

東芝デジタルソリューションズ株式会社東芝デバイス＆ストレージ株式会社

2023年12月22日現在

中部支社

北陸支社

北海道支社

東北支社
関西支社

中国支社

四国支社

九州支社

パワーシステム事業部

グリッド・ソリューション事業部 浜川崎工場

府中工場

海外営業統括部

エネルギーアグリゲーション事業部

DX統括部

京浜事業所

磯子エンジニアリングセンター

国内営業統括部

従業員数 単体約5,700人
年間売上高 6,695億円

エネルギーシステム技術開発センター

事業内容 エネルギー事業関連の製品・システム・サービスの開発・製造・販売

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
当社、東芝エネルギーシステムズは、２０１７年に株式会社東芝から分社しました。
エネルギー事業関連の製品・システム・サービスの開発・製造・販売を通して、
「エネルギーをつくる、おくる、ためる、かしこくつかう」、これら全てのソリューションを提供できる数少ない企業です。
現代生活のあらゆる社会インフラを下支えする電力の安定供給に貢献するという、
重要な役割をパワーシステム事業部、グリッドソリューション事業部、エネルギーアグリゲーション事業部という3つの事業部、国内、海外営業統括部とエネルギーシステム技術開発センター、それら全体をつなぐデジタルトランスフォーメーション統括部で担っています。年間売上高は6695億円、従業員数は単体で5700人です。
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事業領域と実績

持続可能な社会の実現に向けて社会全体へエネルギーソリューションを展開

国内軽水炉23基
福島廃炉、再処理
次世代炉、核融合

原子力

水力68GW
地熱3.8GW
世界トップレベル

再生可能
エネルギー

ガス絶縁開閉器
30か国

7,400ユニット

変圧器
1894年

日本初の変圧器
45か国に納入
（602GVA）

電力流通

重粒子線
治療装置
先端加速器
超電導機器

新技術

1927年以降
43か国

2,000ユニット
212GW

火力

水素エネルギー研究
フィールドFH2R完成

燃料電池 H2RexTM

120台以上導入

水素
エネルギー

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
当社の事業領域は、火力、原子力、再生可能エネルギー、水素エネルギー、電力流通、原子力の技術を応用した重粒子線治療装置などの新技術と多岐に渡り、
火力・水力事業、原子力事業、送変電・配電事業の基盤領域の主力事業では、世界トップレベルの技術力で、数多くの実績を残しています。
さらに将来を担う成長領域として、再生エネルギーや水素エネルギーなど持続可能な社会の実現に向けて社会全体へエネルギーソリューションを展開しています。
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ＦＩＴ制度の見直し（エネルギー供給強靭化法）
再エネの自立化を目指し、日本でもＦＩＴからＦＩＰへの移行が決定（22年度~）

※ＦＩＴ制度下では、送配電事業者が再エネの発電量予測を代行している（ＦＩＴ特例）

ＦＩＴ
(Feed-in Tariff)

ＦＩＰ
(Feed-in Premium)

 最適な市場取引や相対取引による収益性の向上が課題
 正確な発電量予測に基づく計画値同時同量が課題

固定価格買取
バランシング責務無し※

マーケットリスク
バランシング責務有り

一方で、“追加性”のある再エネを相対で直接取引できる
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買取価格（例）
毎月の参照価格相当で買い取り致します。

御社にはプレミアムが交付されますので、ＦＩＰ収益と変わりません。

※2 非FIT再エネ指定の市場価格を参照
※3 初年度1.0円から3年目までは0.05円ずつ低減、4年目以降は0.1円ずつ低減

10円/kwh

ＦＩＴ価格

卸市場の
参照価格

7.0円/kWh
＋月間補正

非化石価値
相当額

0.6円/kWh※2

ＦＩＰ価格
10円/kWh バランシングコスト

1.0円/kWh※３

プレミアム
3.4円/kWh

1ヶ月更新

調整前参照価格
6.6円/kWh

参照価格は、毎月の市場価格等で変わりますが、
FIP価格との差分がプレミアムで補填されます。

当社
買取価格
（FIP価格上限）
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FIP制度について

ＦＩＰは月々の収益/kWhが変動します

ＦＩＴ価格 基準価格

発電のタイミングに関係なく常に固定の単価で買い
取ってくれる

一定のルールに基づき毎月算出されるプレミアムと、
実際に市場や相対で電気および非化石価値を販
売して得た収入の合計。
長期では基準価格相当の収益が得られる制度と
なっているが毎月の収益/kWhは変動する。
計画値同時同量制度に基づくインバランス精算
も生じる。

月

収益（単価） 収益（単価）

月

売電収入/kWh
売電収入kWh

プレミアム/kWh

ＦＩＴ制度の発電収益 ＦＩＰ制度の発電収益
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FIP制度の仕組み

参照価格

プレミアム

市場価格
【安い】

プレミアム

市場価格
【高い】

プレミアム

参照価格とプレミアム額は
1ヶ月更新

市場シグナルに応じた行動変容によって収益拡大の機会が得られる
市場原理で需給調整が図られる自己作用の機能を持つ制度

コマ単位での
収益は増

コマ単位での
収益は減

３０分コマ

市場価格が安い
収益減

市場価格が高い
収益増＜

ＦＩＰ価格（基準価格）
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FIP制度下におけるPV併設蓄電池のメリット

3つのメリットによりFITに比べて収益を高めることが可能です

1 アービトラージ取引 2 調整後プレミアム 3 出力制御の回避

市場価格の
安い時間帯に充電を行い、
高い時間帯に放電を行うことで

差益を得る

FIPでは市場価格が
0.01円/kWhの時間帯は、
プレミアムが出ない代わりに、
出なかったプレミアムに相当する
分がそれ以外の時間帯の

プレミアムに上乗せされるため、
高い収益を得ることが可能

出力制御指令時に
発電量を絞る代わりに、
蓄電池にためることで、
収益低下を回避
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調整後プレミアム

FIPは市場価格が0.01円/kWhになるとプレミアムが付与されず、
他の時間帯に付与されなかったプレミアム上乗せされます

FIPでは市場価格が0.01円/kWhの時間帯は、プレミアムが出ない代わりに、
出なかったプレミアムに相当する分がそれ以外の時間帯のプレミアムに上乗せされる※ため、
売電時間帯をシフトすることで高い収益を得ることが出来ます。

出典：資源エネルギー庁『再生可能エネルギーの導入に関する諸論点』
https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/saisei_kano/pdf/066_03_00.pdf

https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/saisei_kano/pdf/066_03_00.pdf
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プレミアムの計算方法

蓄電池による発電シフトでプレミアム交付額が増加

卸市場の
参照価格

非化石価
値相当額 バランシング

コスト

調整前プレ
ミアム単価 調整後プレ

ミアム単価

× 0.01円コマ含むエリア全体発電量（PVのみ）
0.01円コマ除くエリア全体発電量（PVのみ）

卸市場の参照価格＝前年度平均市場価格＋（当年度当月平均市場価格－前年度当月平均市場価格）
調整前プレミアム単価＝FIP基準価格－（卸市場の参照価格＋非化石価値相当額－バランシングコスト）

FIP基準価格

0.01円コマ以外の時間帯の
発電分に調整後プレミアム
単価を掛けた金額がプレミア
ムとして交付される

参照価格
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プレミアムの計算方法（例）

蓄電池による発電シフトでプレミアム交付額が増加

卸市場の
参照価格

8円

非化石価
値相当額
0.6円

バランシング
コスト
1円

調整前プレ
ミアム単価

32.4円

調整後プレ
ミアム単価

64.8円

× ２００,０００
１００,０００

FIP基準価格
40円/kWh

0.01円コマ以外の時間帯の
発電分に調整後プレミアム
単価を掛けた金額がプレミア
ムとして交付される

参照価格
7.6円

卸市場の参照価格＝前年度平均市場価格＋（当年度当月平均市場価格－前年度当月平均市場価格）
調整前プレミアム単価＝FIP基準価格－（卸市場の参照価格＋非化石価値相当額－バランシングコスト）
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過去の調整前後プレミアム単価シミュレーション
＜条件＞

FIP価格：40 円/kWh 非化石価値：0.6 円/kWh バランシング補助：1.0 円/kWh 電源種別：PV エリア：九州エリア



14© 2025 Toshiba Energy Systems & Solutions Corporation 

Contents

FIP＋蓄電池のメリット

東芝の買取モデル

01

02



15© 2025 Toshiba Energy Systems & Solutions Corporation 

スキーム概要

東芝が蓄電池運転計画を作成し、インバランスを負担した上でJEPXへ売電
FIT価格より収益増となるように運用を行います

FIP発電所＋蓄電池
（発電事業者様）

アグリゲーター
（東芝ESS）

OCCTO

発電バランシング責務

売電収入

JEPX
（卸売市場）

電気の流れ

お金の流れ

環境価値の流れ

プレミアム

計画値提出

一般送配電事業者
発調契約・インバランス精算



16© 2025 Toshiba Energy Systems & Solutions Corporation 

買取モデル

（市場売電収益＋プレミアム収益ーFIP基準価格×発電実績量）をシェアし、
発電事業者様の収益をFIT収益以上に固定化

市場売電収益

FIP基準価格×
発電実績量※

プレミアム交付金
発電事業者様分

弊社分 追加収益

発電事業者様収益
合計収益

FIT収益

※発電実績量は、充放電ロス考慮後の系統への逆潮流量となります。（一般送配電事業者から送付される確報値を用いる予定です。）
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蓄電池

REBSet（弊社システム）

（市場取引システム）

システム全体構成

再エネ電源併設型蓄電池サービス型システム構成

広域機関システム

卸電力市場（JEPX)

時間前市場

広域的運営
推進機関OCCTO

スポット市場

外部利用者向けI/Fサービス

EMS

入札 計画値提出

Web-API（標準API）

他社システム

東芝システム
機能

システム名

上位市場システム

上位市場システム
接続先

記載定義

変動性再エネ電源
（PV、風力）

EMS
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• FIT収益以上の収益を手数料としてシェアしていただくため、FIT収益以下になることは
ありません。

• 令和3年度から行っている再生可能エネルギーアグリゲーション実証事業で、
発電量予測精度の向上を行っており、高い予測精度を持っています。
（令和5年度再エネアグリ実証の結果：1か月あたりの予測誤差率が平均3%以下）

• 2022年からPV併設蓄電池の実運用を開始済みで、知見があります。

東芝アグリゲーターのメリット

PV併設値蓄電池に必要な運用サービスをご提供いたします
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蓄電池のタイムシフト制御のイメージ

市場価格が低い時間帯で充電を行い、
市場価格が高い時間帯で放電を行う

調整後プレミアムが付与される時間
市場価格が高い時間
⇒放電・売電を行う

調整後プレミアム
が交付されない
ため、充電を行う

蓄電池に充電
している量

蓄電池から放電
している量

エリアプライスが0.01円/kWhのため、
調整後プレミアムは交付されない

0.01円/kWhの時間帯に
交付されなかったプレミアム
が他の時間帯に上乗せ

下記図はイメージとして記載しております。
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収益の簡易試算結果
【試算に関する条件】
• エリア：九州エリア
• FIP価格：30円/kWh or 40円/kWh
• 非化石価値相当額：0.6円/kWh
• バランシングコスト：0.5円/kWh
• 試算期間：2022年4月～2023年11月
• アグリゲーターコスト：追加収益の20％

FIP価格 年度 年間追加収益
（FIT比） 投資回収期間

40円/kWh
2022年度 42,820,756円 7.5年
2023年度 64,986,998円 4.9年

30円/kWh
2022年度 36,483,784円 8.8年
2023年度 50,448,762円 6.3年

【発電所・蓄電池に関する条件】
• 発電データ：九州電力送配電が公表のエリア需給の太陽光発電実績を使用
• 発電所容量（AC）：2MW
• 太陽光発電所と蓄電池の接続：ACリンク
• 蓄電池出力：2MW
• 蓄電池容量：4MWh
• 充電効率、放電効率：それぞれ95%
• SOC運用幅：0～100％
• 蓄電池コスト（工事費含む）：80,000円/kWh（補助金なし）
• 未考慮事項：ランニングコスト、蓄電池の劣化

※シミュレーションによる想定値であり、結果を保証するものではありません。
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事例 大和エナジー・インフラ様/CO2OS様 FIP＋蓄電池の実運用

アグリゲーター
東芝ESS

卸売市場
JEPX

電力広域的
運営推進機関

(OCCTO)

FIPプレミアム(補助金) 発電予測技術を用いて
発電計画を立案・提出

一般送配電
事業者

発調契約
インバランス精算

売電収入

発電量予測・市場価格予測を行い、
蓄電池の充放電計画を作成

収益最大化に貢献

非化石価値
JEPX

電気買取 売電

環境価値

売電収入
¥

環境価値

さつまグリーン電力2号
太陽光発電所

CO2OS

大和エナジー・インフラ
匿名組合出資

発電所の開発・運営

蓄電池を追加で設置し、
売電収入の増加を目指す
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【ご参考】出力制御順の見直し

26年度中に出力制御の順番がFIT電源→FIP電源になる見込み

出典：資源エネルギー庁『再エネ主力電源化アクションプラン （案）』
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Appendix
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需給調整市場含めた提案内容

需給調整市場の収入含めたアップサイドシェアを提案

売電収入

FIP基準価格
×

発電実績量※

プレミアム交付金

発電事業者分

東芝分 追加収益

合計売上

FIT収益

※PV由来の電力量を対象

需給調整市場
収入

取引コスト

合計収益

買電費用
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PV併設蓄電池で需給調整市場入札する運用イメージ（系統充電なし）

昼間はPVから充電し、夕方にPVからの充電分を放電
PV充電分の一部を蓄電池に残し、需給調整市場へ入札

下記図はイメージとして記載しております。

日中～夕方はPVで充放電を実施

PV充電分を一部残し、
ブロック8に入札

ブロック1に入札

SOCが余れば
時間前市場で

売電
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